
10

動
車
は
７
月
に
、
木
材
も
４
月

で
予
算
を
越
え
て
い
た
。
そ
の

た
め
26
年
度
は
要
綱
の
一
部
改

正
を
し
、
単
価
を
下
げ
て
実
施

し
て
い
る
。

　

木
材
は
今
ま
で
ほ
ぼ
輸
入
の

み
で
あ
っ
た
た
め
要
綱
も
輸
入

に
限
定
し
て
い
た
が
、
今
後
、

木
材
の
輸
出
が
あ
れ
ば
、
港
の

活
性
化
と
い
う
こ
と
で
輸
出
木

材
も
要
綱
に
加
え
助
成
対
象
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
消
防
費

震
災
時
の
仮
設
ト
イ
レ

問　

東
日
本
大
震
災
等
の
教
訓

か
ら
仮
設
ト
イ
レ
の
女
性
へ
の

配
慮
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
荷

物
置
き
場
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
、

非
常
ベ
ル
等
を
用
意
し
た
女
性災害用簡易組立トイレ「ドント・コイ」

● 最近3か年のモーターボート競走事業特別会計からの繰出金
年度

会計名 平成25年度 平成24年度 平成23年度

一 般 会 計 0 0

特別会計
区画整理事業 2億1千万円 8千万円
下水道事業 5億5千万円 6億2千万円

企業会計
水 道 事 業 0 0
病 院 事 業 12億4千万円 13億円

合　　　　計 20億円 20億円

0
2億円
6億円
0

12億円
20億円

が
安
心
し
て
使
え
る
ト
イ
レ
と

い
う
の
も
開
発
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
観
点
で

の
ト
イ
レ
の
設
置
を
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　

平
成
18
年
12
月
よ
り
災
害

用
簡
易
組
立
ト
イ
レ
「
ド
ン
ト

・
コ
イ
」
を
備
蓄
し
て
い
る
。

洋
式
・
障
が
い
者
対
応
型
の
大

き
な
ト
イ
レ
で
あ
り
、
カ
ー
テ

ン
レ
ー
ル
等
も
つ
い
て
い
て
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
考
慮

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、

女
性
へ
の
配
慮
と
な
る
と
不
十

分
な
部
分
も
あ
る
と
思
う
の
で

一
度
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

　

特
別
会
計

　

年
間
の
売
上
額
は
６
１
７
億

３
１
１
１
万
円
で
、
前
年
度
比

５
・
３
％
の
減
、
利
用
人
員
も

０
・
３
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
状
況
は
、
総

収
益
は
１
億
８
８
４
万
円
の
純

利
益
を
計
上
し
、
当
年
度
未
処

分
利
益
剰
余
金
は
１
億
１
７
２

９
万
円
で
す
。

●
病
院
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
状
況
は
、
１

億
８
３
０
２
万
円
の
純
利
益
を

計
上
し
、
当
年
度
未
処
理
欠
損

金
は
１
１
３
億
７
５
０
９
万
円

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

●
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に

　

関
す
る
条
例
の
制
定

（
第
45
号
議
案
）

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴

い
、
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業

（
職
員
が
外
国
で
勤
務
等
を
す

る
配
偶
者
と
外
国
に
お
い
て
生

活
を
共
に
す
る
た
め
の
休
業
）

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
た

条
例
を
新
た
に
制
定
し
、
有
為

な
職
員
の
継
続
的
な
勤
務
を
促

進
し
ま
す
。

●
総
務
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

条
例
の
制
定
・
改
正

②定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費
　国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

　内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、
　財務大臣、総務大臣
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